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-------------------------------------------------------------------------------- 

【要 約】東京フューチャーアグリシステムのトマト半促成長期どり栽培において，中玉品

種では「フルティカ」は「レッドホープ」より可販果収量が高かった。中玉とミニ系品種に

強勢台木「アーノルド」を使用すると収量性が向上した。 

-------------------------------------------------------------------------------- 

【目 的】 

 東京フューチャーアグリシステムを開発し，トマト抑制長期栽培で中玉品種トマトでの

多収栽培を達成した。本試験では，夏季の高温期を経過する半促成長期どり栽培で中玉とミ

ニ品種の収量性を明らかにする。また，強樹勢性の台木による収量性の影響も明らかにする。 

【方 法】 

 中玉品種「フルティカ」と「レッドホープ」，ミニ品種「甘っこ」を 2020年２月 20日に

試験ハウス（240 ㎡）内の東京エコポニック®に定植し，２条に振り分け，誘引した株間を

約 34cm（3420株/10ａ）とした。台木は「アーノルド」を使用した。収穫は，同年４月下旬

から開始し，11月 20日まで実施した。試験区は１区４～５株の２反復とした。ハウス内の

気温，湿度および二酸化炭素濃度などの条件は環境コントローラ DM-ONE（㈱ダブルエム社

製）で制御した。肥料は OATハウス１号および２号とし，原液を 100倍希釈（１％）し，生

育ステージに応じて定量を施用（量的管理）した。 

【成果の概要】 

１．総収量は３品種とも接ぎ木が２～３ｔほど多かった（表１，２）。また，可販果数で「甘

っこ」は接ぎ木が２割ほど多い傾向であった。中玉トマトでは，「フルティカ」が「レッ

ドホープ」よりも可販果数と可販果収量を２割ほど上回っていた（表１）。 

２．栽培中の平均糖度は３品種とも接ぎ木と自根に差異は認められなかった（表１，２）。 

３．可販果数は， 梅雨明けの高温による着果不良およびクロマルハナバチの受粉活動の停

止で全品種とも９月は減少傾向であったが，10月は増加が認められた（図１）。また，「レ

ッドホープ，甘っこ」は特に８月下旬以降に接ぎ木が多くなる傾向であった。 

４．可販果重（ｇ/個）は，夏季は減少傾向であったが，栽培期間を通して比較的安定した

推移だった。また，３品種ともほとんどの収穫期間で接ぎ木が大きかった（図２）。  

５．下物の種類別出現割合では，中玉品種において接ぎ木関係なく「レッドホープ」は「フ

ルティカ」よりも裂果と小玉（15ｇ以下）が多く，特に８～９月に多く発生していた（図

表略）。 

【残された課題・成果の活用・留意点】 

１．台木「アーノルド」は Tm-２ａ型であるため，その型と合う穂木品種を使用する。 

２．誘因等の省力化に向けた台木の選定を検討していく。 
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図１ 東京フューチャーアグリシステムにおけるトマト半促成長期栽培の旬別可販果数の推移 

図２ 東京フューチャーアグリシステムにおけるトマト半促成長期栽培の可販果重の推移 

表２　ミニトマト半促成長期どり栽培の収量性に及ぼす台木の影響

総収量 可販果重 可販果率 糖度

可販果 下物 可販果 下物 （t/10a） （g/個） （％） （Brix%）

自根 305 30 11.0 0.3 11.4 11 91 30 7.8

接ぎ木 372 36 13.4 0.5 14.0 11 91 31 7.9
甘っこ

品種
果数（個/株） 収量（t/10a） 収穫

果房数

a）2020年２月20日定植，同年４月22日～10月31日まで収穫調査した。

表１　中玉トマト半促成長期どり栽培の収量性に及ぼす品種および台木の影響

総収量 可販果重 可販果率 糖度

可販果 下物 可販果 下物 （t/10a） （g/個） （％） （Brix%）

自根 148 6 16.5 0.4 16.9 33 96 26 6.0

接ぎ木 150 5 18.2 0.3 18.6 35 97 26 5.9

自根 124 10 13.3 1.2 14.5 31 93 24 6.2

接ぎ木 143 18 15.9 1.5 17.4 33 89 24 6.2

品種 * ** ** ** n.s. * ** ** *

接ぎ木 n.s. n.s. * n.s. * n.s. n.s. n.s. n.s.
交互作用 n.s. * n.s. n.s. n.s. n.s. n.s. n.s. n.s.

レッドホープ

要因効果

品種

a）2020年２月20日定植，同年４月22日～10月３１日まで収穫調査した。要因効果の＊および＊＊は分散分析によりそれぞれ
５％および１％水準で有意差があり，n.s.は有意差がないことを示す。可販果率の検定にはロジット変換した値をした。

果数（個/株） 収量（t/10a） 収穫
果房数
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